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Ⅲ　里山の四季
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ヒスイの桃源郷と立山の四重奏

朝日と夕日のドラマ

春の女神と妖精
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戻ってきたホタルの里
前後左右から優しいホタルの光に包
まれると懐かしさが心に溢れる。
亡き人の想いを伝えるかのように
ゆったりと舞うホタルの光。

越中瀬戸焼を今に伝える陶農の里
良質な粘土が採れることから縄文時代以来１万年以上に
わたり、土と炎への祈りにも似た「土器づくり」が続く
新瀬戸。
越中瀬戸焼は経済性、合理性が求められる近代社会にあっ
て膨大な手間暇のかかる、昔ながらの手法を守り続け、
藁灰を使った自然釉づくりをはじめ、「巨人の肩」ともい
える先人たちの技術・ノウハウの上に築かれた職人の世
界。作陶に必要な水と土とさまざまな材料の全てを与え
てくれる立山の自然に感謝しながら、作家たちは土づく
りから窯焚きまでを一人で完遂する。

陶農館の登り窯

越中瀬戸焼の作家たちが主催するかなくれ茶会
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圧巻の紅葉

里山の生きものたち
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すべての音が雪に吸い込まれる静寂の世界
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